第5　教育の基盤は息である
戦後の生活スタイルの激変
私は教育再生の突破口は、息にあると考えています。息への自覚を呼び醒 (さ)ますことで、学ぶ構えが作られる。ザワザワとして集中できない身体、粘りのない心身の状態では、ザルに水を入れるようなものです。
息を調 (ととの)え学ぶ、そして学ぶことを通して息が鍛えられる。このプロセスを通して、生命力と知力が結びつけられていくのです。
かつては私たち日本人のものであった、この息と学びの結び目がどこで断ち切られたのか、それを見ることから始めたいと思います。
いつから日本人の身体文化は、急速に衰え始めたのでしょうか。
明治に入ってから、開国という激しいカルチャーショックがあったにもかかわらず、実は昭和の初期頃までは、生活様式にはかなり連続性があった。
明治以降、さまざまな文化や思想が怒濤 (どとう)のように入ってきて、西洋化の波が押し寄せました。国家体制や社会の仕組みはどんどん変わっていきましたが、一方で、庶民の基本的な生活スタイルにおいて、目覚ましい変化はありませんでした。
日常生活の中での身体にまつわるさまざまな習慣は、それまで通り家庭の中で親から子へ、子から孫へと躾 (しつ)けられていたのです。
ところが、敗戦後から人々の生活は大きく変わり始めました。
その一つが電化製品の導入です。それまでは、洗濯は盥 (たらい)と洗濯板を使っていましたし、風呂や食事の支度には、薪を割って火を熾 (おこ)し、釜でご飯を炊いていた。生活そのものが強い息を必要としました。
そこに、洗擢機というものが入り込んできて、その中に洗濯物を入れればぐるぐる回って洗ってくれる。炊飯器のスイッチを入れさえすれば、電気の力で御飯が炊き上がる。これは、それまでの生活様式を根底からくつがえす出来事でした。
また、核家族化がどんどんと進み、家族構成や、地域社会の在り方なども変わっていきました。
夫婦とその子どもを単位とした家族生活では、古いしきたりや作法を教えてくれる年長の家族がいなくなりましたし、地方からはどんどん人が都会へ流出し、伝統や祭りは大きく廃 (すた)れていきました。
逆に言えば、日本文化として守られてきた生活や身体のスタイルは、昭和30年ぐらいまでは、かなりの程度維持されていたということなのです。
子どもの遊びの歴史も同じです。昭和3、40年代までの日本では、子どもたちは江戸時代とさほど変わらない遊び方をしていました。
しかし、その後、子どもたちがからだをぶつけ合って遊ぶような習慣、年上の子と一緒に遊んでその中で真っ当な身体感覚を育て合うというような習慣、そういう生活様式は失われていきました。
身体文化にとっては大激震の時代でした。まさに革命が起きたようなものだったのです。
身体文化の礎は、こうして切り捨てられた
戦後の一つの象徴的な出来事としては、1945年のGHQによる武道の禁止です。これを機に、教育の現場からは、日本の身体技術、身体文化といったものが意図的に排除されていきました。
当時は、武道、剣道、柔道といったものが日本人の好戦的な性格を作り、型にはまったやり方というものが非合理的な精神を作ると見なされた。あるいは、上からの命令に絶対服従するような自主性のない人格を作ってしまう要因であったと、批判にさらされたわけです。
逆に言えば、欧米人から見た時、型の教育の持つ強力さは、脅威であったのだと思いまこれはやがて解除されますが、武道的なものは型稽古を取り払って骨抜きにされ、ただのゲーム的要素になりさがりました。問題は、「型」に対する否定的な考え方を、日本人がそのまま無自覚に信じ切ってしまったことです。
日本人自身が、「型」を持った教育や伝統に培われた思想、あるいは「何々道」と言われる日本古来の身体知に対して、拒絶反応を起こしてしまったのです。
戦後教育を受けた世代は、今の70代くらいの人々からです。
与えられた教育の路線が正しいかどうかを検証する以前に、自分たちの先祖が培ってきた文化をいとも簡単に捨ててしまった。
だがその時、本当は、教育は何をしなければならなかったのか。
教育というのは、自然の流れに任せていては身につかないことを身につけさせるためのものです。何もしなくてもできることなら教えなくてもいい。
学校というのは、先人の文化や知恵を継承する役割を担うべきでした。変化していく社会の仕組みの中で、失われていくものを見定めて、カリキュラム化しなければならなかったのです。
かつて、毎日何キロも歩いて学校に行くといった暮らしをしていた子どもにとっては、強い足腰を作って長い息を吐くことは、自然にできたことです。
昔の日本人はとにかく歩いていた。幕末の吉田松陰たちは、平気で長州(山口県)から江戸(東京都) まで歩いていましたし、坂本龍馬だって四国の山を越えて、あちこち行くわけです。
そういう人間は、どう転んだって呼吸ばかりは強い。人を動かす胆力があった。
あれ程の距離を歩けるというのは相当安定した呼吸の持続力が要求されます。歩くことから腹力、呼吸力が徹底的に鍛えられていた。言ってみれば、トレーニング量が樅違いだったわけです。
だが今は、昔の生活様式が崩れて、からだに中心軸を持った立ち方、坐り方、歩き方ができなくなった。
それが急激に衰えたからには、教育がそれを補完しなければいけない。
自然にしていては身につかないものを学ぶのが学習です。今何が失われているのか、この先何が失われていくのかに気づき、文化を継承していくのが教育の役割です。
戦後教育が、基礎的な(身体の知)が、「何々道」とか「何々術」にあった型や技の文化を廃れるに任せたこと、ここに最大の過ちはあったのだと思います。


「縛解一如 (ばつかいいちにょ)」
ここ数十年を振り返ってみますと、「個性尊重の教育」やら「ゆとり教育」ばかりがもてはやされてきました。自由なのびのび教育がいいと奨励されてきた。
そうやって「個性的な」子どもばかりを作ってきて、今や感情のコントロールもままならない人が大量に出現したわけです。
大正新教育のリーダーで、今の総合教育の基を作った木下竹次 (たけじ)は、教育に必要な本質を非常に的確に指摘しました。
総合的学習のようにあれこれやることも大事だが、まずはからだの中心を作らなくてはいけない、そのためにどうすべきかということを次のように書きました。

人は自由を欲するとともに束縛を欲する……思うに自由と束縛とは相対的なもので絶
対に束縛もなければ自由もないはずである。鳥も空気の抵抗がなくては飛ばれない。釘
も木片の反対がなくてはきかない。……束縛は自由を激成し束縛打破 (だは)は自由行動者の愉
快とするところである。自由行動がその束縛そのものに感謝することのすくないのは遺
憾である。これを要するに縛解一如でなくてはならぬ。帯は身体を束縛する。しかし帯
がなくては腹力がなくて活動自在にならぬことがある。縛即解・解即縛・学習もこの境
涯に達しなくてはならぬ。
(『学習原論』明治図書)
帯を締めるというのは制限です。
制限があることによってむしろお腹に力が入りやすくなる。それが力を出し切るための装置になっている。鳥も空気の抵抗がなくては飛ぶことができない。抵抗があるから力が出せるのだと。
「縛解一如」━━縛るのと解くのは同じだと、言うわけです。
そこで木下は長距離歩行をやらせたりします。長い距離を歩くことで、からだの中心が自然にできるというのです。
さすが、一流の教育者だけあって、あの時代において単純に海外の新教育を導入するのではなく、人間の根本を見据えたことを言っています。
要するに、「どうやって子どもに抵抗を与えるか」ということを考えているわけです。
子どもを楽にリラックスさせればのびのび育つとは考えていない。
どういう抵抗を与えるか。どうすれば「束縛打破」する子どもの力を最大限に引き出せるのかを、考えていたのです。
こうしてみると、日本の教育がいかに道を誤ったかが分かります。
教育というのは、どういう抵抗を設定するかがすべてなのです。その抵抗の設定を、どう工夫するかにすべてがかかっているのです。
身体軽視の績果ぽっかり空いた穴
野口三千三が、「敗戦の時の失敗は、ヨガを学校の正規の科目にしなかったことだろう」と言っていたのが、印象深く残っています。
確かに、太平洋戦争に突き進んでしまった日本というのは、個人が自分の判断というものをしないで、誰か上の者がそうしろと言ったら、唯々諾々 (いいだくだく)と従わざるを得ないところがあった。そういう傾向があったのは事実です。
その反省から、アメリカ流の民主主義を導入するということは一つの手ではあったわけです。
しかし、それに並行して、常に自分自身に立ち戻るという回路を作る、そういう身体の技を身につけること。それもまた教育に必要なことだと、考える必要があったのです。
自己と向き合うには、ヨガを始めとして東洋の身体技法というものは非常に有益なのです。そもそもそういう目的で練り上げられてきた文化なのですから。
その何千年もの歴史を持つ確かな文化を、なぜ教育の中に全く入れなかったのか。そこが問題だったのです。
それでも子どもが元気に外で遊び、生活の中である程度のものを身につけていた1960年代頃までは、まだよかった。
身体軽視の結果がいろいろな面で明らかになってきたのは、70年代から80年代に育った子どもです。彼らは、からだに軸を持たないまま、心にぽっかり穴が空いてしまったからだで、不安な自分、不安な社会、不安な未来に立ち向かわなければならなくなってしまったのです。
本当に教えるべきことは
それは、シンプルに言いますと、例えば「不機嫌な気分をどうしたらいいのか」といった不安でした。
精神と身体との間を結ぶものとして気分というものがあるとすると、その人にとってそれは非常に切実な問題です。それにどう対処したらいいかという枝術を、誰もどこでも教えてはくれなかった。
西サモアは、他人に対して不機嫌でいるということが基本的には許されないという、大変素晴らしい文化を持っています。
いつも機嫌よく接すること。特に目上の人に対してはそうしなければならないという文化的土壌がある。
すると、不機嫌な顔を他の人にまき散らしても平気でいるような、「別に迷惑かけてないじゃん」という考えは成り立たない。そういう躾の社会なのです。
そういう心の処し方というものは、社会的な訓練で身につくものです。
社会の中では、不機嫌はそのままにしておくのではなくて、調整するものであると、自分でコントロールするものであると分からせることが大事なわけです。それを当たり前の共通認識としてしまえばいい。
それは管理することとは違います。社会的ルールという一つの文化です。
今まで日本で、そういう「気分」をコントロールする技術というものを、しっかり教えたことがあるでしょうか。全くないわけです。
道徳の時間というものは完全に形骸化して久しいわけですが、実感できないことをただ形だけ教えるくらいならば、「どうやったら不機嫌な時にも、人に対して機嫌よく接することができるのか」といったからだの技術を教えたほうがよっぽど有益でしょう。
そういうふうに考えていくと、教育が今一番向き合わなければならないのは、自分のからだとどう対するかという問題です。それは他者とどう対するかということと直結してきます。
例えば、自分の気分が悪い時には、他者に気分よく接することができない。その時に、自分のからだをコントロールできる道があれば、他の人との関係を良好にしていくことができる。
そのために一番強力な方法は、呼吸のコントロールだと私は考えるわけです。
「緊張した時には深呼吸をするとよい」とよく言いますが、そもそも深い呼吸がどんなものかが分かっていないまま、スーハー吸ったり吐いたりしていても、何の効果も望めません。
ラジオ体操で、「吸って、吐いて!」とやりますが、あれはからだを動かす運動だとしか思われていないので、深呼吸の形をまねているだけです。メンタルな部分を変える呼吸になっていない。
どういう意味でこの呼吸をしているのか。あるいはこの呼吸を通じて自分は自分の心の状態に対してどういうふうに働きかけているのか。そうした意識と運動した呼吸であって初めて効果があります。
呼吸の浅い「ムカック」身体
昭和の初期頃までは、教師が教壇に立つと、それだけで教室に緊張が走ったものです。
一瞬にして、騒がしかった生徒たちが静かになり、勉強に集中する態勢に入ることができました。習慣化させる訓練などしなくても、学ぶ構えがすっとできていた。
しかし、今は先生が入ってきても、生徒たちは少しも緊張しない。それどころか、教師が何かものを言うたびに、「ムカック」と言う。
試験をすると言えば「ムカック」と言い、試験範囲を言えばまた「ムカック」と言う。
1時間のうちに、10回も20回もそんなことばかり言う女子高生をどうしたらいいだろうかという相談を受けます。何もこれは決して極端な例ではありません。
まずは、深い呼吸ができるようにすることです。
「ムカック」とは、みぞおちが固く胸につかえる感覚です。これは息を浅く吸ってはかりいることで、心身が平静な状態になれないのか原因です。
気持ちがいい呼吸法でからだも心も落ち着けば、そんな不快感からくる無駄口は自然と減っていきます。
先にお話しした「3・2・15」の呼吸法を、さっそくからだに覚え込ませるといいでしょう。力は丹田 (たんでん)に置き、他の部分の力みはどんどん取ってリラックスしていく。この方法は、学校教育で取り入れるカリキュラムとしては、とても定着させやすいものだと思います。
実は息というものは、学校教育の中でもっと早くから中心にされるべき問題だったのです。
なぜかというと、もちろん身体文化を継承するという意味合いもありますが、それを除いても、言語文化というものを習得する学習において、呼吸次第で脳の働き方は格段に変わるからです。
呼吸法というのは、元来潜在的と思われる脳の働きを活性化するという狙いを持っています。
普通にしていれば、脳は集中したりしなかったりとぶれますが、そうではなく、一つ集中した精神が安定していて、しかも活性化している状態をどう意識的に常に作り出せるようにするか。それが息の文化だったわけです。
当然、武士や禅宗の僧侶といった人たちは、職業的にそういう状態を瞬時に作ることができました。脳が最大限に活性化した状態に、さっと自分を持っていける訓練をしていた。それは心のコントロールにも非常に役立ちました。
呼吸に敏感になってくると、自然に自分の脳の働きにも敏感になります。
そういえば今自分の息が浅い、だから脳がちょっと働き損ねているなとか、呼吸をちょっと入れ替えてみたら頭がすっきりするなとか。脳の状態をモニターするわけです。
呼吸で学ぶ構えを作る
息をゆっくりと吐き切ると、心身が落ち着くと同時に、脳が活性化され集中しやすい状態になります。これを学習に応用しない手はありません。
私の塾では、呼吸法をカリキュラムの中に取り入れ、子どもたちに実践してもらっています。先にお話しした「3・2・15」の呼吸法です。
授業の始めにやる。計算問題を始める前にもやる。朗読の前にもやる。一時間の授業で4回くらいはやっています。何かを始める時には、必ず、「3秒吸って、2秒溜めて、15秒吐いて━━はい、スタート!」と、息を調えてから取り組むのです。
それを、何度も何度も繰り返すことで、からだに定着していくのです。この型は、呼吸の「九九」のようなものです。
最初は「3・2・15」のワンセットを6回、2分間かけなくてはその呼吸の感覚を呼び起こせなかったところが、そのうちに、2分続けなくても、すぐそのモードに入れるようになっていきます。
慣れてくると、子どもの方もこれをやるのが当たり前になって、反応もどんどん速くなります。息を吐く時に15秒かけなくても、臍下 (せいか)丹田で呼吸をするようなモードに入れるからだになっていくわけです。
学習の構えは呼吸から生まれます。
例えば、朗読というのは、朗読者だけが集中していればいいかと言うと、そういうものでもない。聴く側もみんな「聴く構え」ができて初めて、言葉は心に染み込んでくる。
誰かがこそこそ話でもしていると、それだけでみんなの心がざわついて、心に響いてこない。そこで、全員を集中させるために、私は朗読の前にもこの呼吸法をやるのです。
「静かにしなさい」と口で注意するより、はるかに効果的です。クラス全員の間に、場の雰囲気といったものがぱっとでき上がります。
習慣づけると、普段あまり集中力のない子でも、徐々に集中する構えに慣れていきます。場の緊張感が、個人の集中力というものも引っ張ってくれるのです。
小学生くらいだと、みんなが集中して静まっている時に、わざとふざけた息の吐き方をして笑いを取ろうとする子がいますが、それが繰り返される場合にはぴしっと叱っておきます。
今は笑いを取る場ではないということ、みんなの集中の邪魔をしているのだということをはっきり注意する。これは、場の空気を読んでわきまえるという訓練にもなります。
一息を鍛えながら、集中暗記をする
鍛えられた長い一息というのは、学習の具体的場面、例えば暗記などに際しても大変な成果をあげています。
今、学校では暗記学習にあまり力を入れていません。
例えば、語学において単語を覚えることは基本中の基本です。ところが、英語の授業では「単語は各人で覚えるように」と、トレーニングは個人の自主性に任せてしまう。
反復練習、トレーニングを生徒任せにしておいたのでは駄目です。単語を徹底的に覚えることは授業に組み込むべきものです。
私の塾では、カリキュラムに英単語を暗話させる時間も取っています。
一息で何かを続けるという作業を通して、息を鍛えることができますし、記憶のトレーニングにも応用しています。
まず15個ぐらいの単語を表にしておき、掛け声と共に、それを一息で暗誦するように声に出す。最初のうちは、二つか三つ言ったところで息を吸って、「えーと、えーと」と詰まってしまいます。
それを二回、三回、四回と繰り返すうちに、だんだん長く続けられるようになってくる。
次にそれを一息で言えるようにまでします。息を吸ったら、その息で単語を一つひとつ言っていく。
さらに、英語の単語を発音してから、日本語でその意味を言えるようにする。
これを繰り返し続けていますと、15個程度の単語なら、10秒以内で言えるようになります。そのくらいは充分、一息が続きます。
ポイントになるのは、最初から息をたくさん吐きすぎないこと。少しずつ吐くことです。吐く息を長くゆるやかにしていざますと、集中力が増すので、脳の働きが集中しやすい状態になるのです。
私から見ると、一般的に大人も子どもも、話す時に息をたくさん吐きすぎています。
息を吐き出すというよりは、むしろ少し後ろに引くようなイメージで、息を残しながら話せはいい。
声楽をやっている人を見ると、息を吐いている時でも吸っているように見えることがあります。ほんの少しの息でも、からだが楽器のように共鳴していれば、声というのは意外によく響くものです。
この「一息暗誦トレーニング」は、一息が長く続くようになればなるほど、集中力が持続します。息を途中で吸ってしまうと、その瞬間に脳の回路が一回途切れてしまうので、それを切らさないようにする。
単語15個の意味を10秒ぐらいで言えるようになるということは、5分、10分もやれば、かなりの反復練習になります。
かかった秒数を書く欄を作っておいて、1回目何秒、2回目何秒と書き込んでいくとよいでしょう。時間がどんどん短くなっていくことがわかれば、子どもたちにとって張り合いも出ます。
小学四年生が、中学三年生が覚える単語を一気に覚え、しかもその知識が2週間以上たっても定着しているのを見るのは壮観です。
早く、一息で言えるようになる上に、単語をしっかり覚えられるのですから、一挙両得のトレーニングと言えます。
生きる時間の密度が濃くなる
また、一息でどれだけの文章を読めるのかという訓練もしています。
例えば、太宰治の『走れメロス』を冒頭から音読し始めて、一息でどこまで読めるかを計ります。初心者で2行くらい。強者になりますと、5、6行くらいは読んでしまう。これは、自分の一息が何秒問ぐらい続くのかを知るバロメーターにもなります。
「音読をして一息でこんなに読めるのなら、黙読だったらもっと速く読めるよね」ということになります。この方法を続けると脳の集中力と運動して、読書スピードが格段に上がっていきます。下手な速読法よりよっぽどいい。
そうやって一息の長さを重要視しながら鍛えていくと、脳が高速回転するので、生きている時間の密度が濃くなっていきます。同じ一時間、二時間という時間の使い方が、はっきりと違ってくる。
呼吸は、「一呼吸で」と言うように、もっとも身近な時間単位なのです。呼吸で時間をコントロールするわけです。
脳を最も集中し活性化した状態に保っておく、あるいはその集中時間を長くする、教育とはその訓練のためにあると、私は考えています。
授業時間というのは知識の習得も大事ですが、むしろ、どんな新しい知識に対しても臆 (おく)せずに頭をフル回転して吸収できる構えを作る、そういう学び方の習慣を身につけることこそ重要なのです。
今、学校の授業中に子どもの脳がどの程度活性化しているかというと、かなり心もとない。ほとんど仮死状態の授業も少なくない。頭の中が活性化していない時というのは、知識が入ってきた時に、何ら積極的な受容が働かない。
今の授業方法の大半は、子どもの頭が働いていなくても進行可能な形態です。教師の頭さえ働いていれば進行できるシステムです。それはプールの時間に先生が泳いでいるのを、プールサイドから眺めているようなもので、ほとんどの子はプールの中にさえ入っていない。そういう状況なのです。
子どもたちが、頭を働かせているのは普段の授業中ではなく、試験の時です。あるいは、部活と授業を比べたら、もう格段に部活のほうが脳を活性化させている。
教師というのは、45分間という授業時間を自分のものだと考えがちです。
しかし、あれは子どもたちの貴重な時間を預かっているわけです。それに見合うだけの充実した授業内容にする義務と責任があります。それが教師の務めです。
45分あったら、新しい単語を幾つ覚えられるかやってみよう━━そういう「学び方」を教えて、その場で徹底的にトレーニングして、子どもの知的ストックを増やしていく。そうでなければ、子どもの時間を奪って無駄遣いしてしまったことになる。そのくらいの自覚を持って臨んでほしいと思うわけです。
私は大学で、教職を目指す学生たちに「45秒プレゼンテーション」という指導をしています。
最初は15秒から始めます。45秒あると、たいがいのプレゼンテーションを的確にすることができます。
これをやることで、5秒、10秒という時間がどのくらい長いか実感.できます。
3分のプレゼンテーションをしようと言うと、ほとんどの学生が、「3分は長すぎます。かなり準備してこなければできません」と言い出します。
それを考えると、45分間や1時間の授業というのが、いかに長い時間かが分かる。自分の時間の重要さに気づいた人は、他人の時間にも注意を向けられるようになるのです。
日本人は型を創出する天才だった
トレーニングの絶対量が不足している。この学校教育の足りないところを見事に補ったのが「公文 (くもん)式」でした。
公文式というのは完全に「型」の教育です。単純な作業をやる。それを繰り返しているうちに質的にだんだんアップして、次の段階へ進む。それをひたすら繰り返す。
これは極めて日本的な、昔風のトレーニング方式です。学習カリキュラムとして非常に優れていて進化しているから、世界に広まったわけです。
インターナショナルになり得る、そういう普遍的な教育プログラムを作り上げたということは日本の誇りだと思います。
もともと日本人は、「型」を創出することに才能がありました。
お茶を飲むということを、あれほどの型に仕上げるということは特異なことです。お茶なんぞは飲めればいいではないか。花なんか別に挿しておけばいいではないか。柔道だったら人を投げられればそれでいいではないか。しかし、そういうことではなかった。
日本は、所作振る舞いの礼儀作法から人の投げ飛ばし方や倒れ方まで、そういったすべてのことをマニュアル化する技に長 (た)けた民族でした。
今は「マニュアル人間」と言うと、型通りのことしかできないようなネガティブなイメージがありますが、日本の文化の本質は、マニュアルにあると言っても過言ではありません。的確なマニュアル作りが非常にうまかった。
マニュアルとはその通りにさえやればどんな人でも一応様 (さま)になる。誰がやっても最低限の形にはなり、そこから早く上達が見込めるというものです。
とにかくそれだけ繰り返していれば基礎基本が身につき、その後の上達が飛躍的に早くなる。
マニュアルは、ある物事を的確に進める基本的な手順であり、「型」はそれを修得すると様々なことに応用できる普遍的なものです。型には、熟達者の意識のあり方が込められています。
達人の境地というものを最短距離で会得 (えとく)するための道、それが「型」だったのです。
それはどんなに才能のない感覚の鈍い人でも、ある一定期間やればその感覚なり基礎力が身につく合理的なシステム、教育プログラムでした。
感覚とか精神を伝えようとするのは難しいことです。感覚の継承は一子 (いっし)相伝 (そうでん)であっても必ず型を通じて行ってきました。ましてや一対一の師匠を持たない人にとっては、その型だけが技を修得する頼みの綱です。
それは、精神という形のないものに対する非常に効率的なアプローチでもあったわけです。
中島敦 (あつし)の『名人伝』という小説に、弓を教えてほしいと師匠のところへ行く男の話があります。
最初に行くと、まず「見ることを学べ」と言われて、シラミを吊 (つる)してそれだけをずっと見る。次に「瞬きせざることを学べ」と言われて、奥さんが機織りしているその下に入って、機がバッタンバッタンしている様を下から覗 (のぞ)いているという練習をする。
瞬きをしなくなったら師匠のところへ行って、その次にまた課題を貰 (もら)う。そうこうしているうちに、小さいものが大きく見えるようになってくる。それを何年か修行して師匠のところに行き、そこでようやく弓を射ることを教えてもらえることになる。
一つ練習メニューというものを教わったらそれで一年やればいいんです。徹底的に量をこなす。
宮本武蔵は「千日の稽古を鍛 (たん)とし、万日の稽古を錬 (れん)とす」(『五輪書)と言いました。
一年、二年、三年、やればいい。その一つが本質的で最重要であれば、それがある時飛躍的な質的変化を起こして上達を生む。
量的な蓄積が質の変化を生む、それが技の論理だ、というのが武道家の南郷継正 (つぐまさ)の技論です。この量質転化という考え方は、教育を考える上で大きなヒントになります。
現代社会では、大量の情報をこなすことが求められる。そのためには、「こなしの技」を身につける必要がある。
シンプルな形に凝縮した最重要のメニューを作っておく、マニュアルを作るということにおいて日本は本当に優れていたわけで、それが道の文化を根底から支えていた教育力だったのです。
型は守るものではなく作るもの
間題は、いつの間にか、型というものは作らなくていいものだと思ってしまったことです。型は、形骸化したり時代遅れになったりしても、ただそれを守っていればいいものだと。
確かに能のように舞台の形も変わらず、演目も変わらなければ、型は古くならないでしょう。しかし、スポーツであるとか、技術進歩が激しい領域においては、どんどんスキルは進化していく。以前の型は古くなって、通用しなくなっていく。型は進歩させていくベきものです。
型がないということは、何の自慢にもならないし不自由なことです。新しい型を次々に練り上げていくということなしに、文化というものの継承は難しい。
日本は優れた「型」によって各方面から支えられていたことを再認識すべきでしょう。
生活のあらゆる領域に型があり、学習にも九九のような型があり、その型に支えられて、ある水準を保っていた。学問にしろ、技術にしろみなそうです。
ある精神や技を継承する上で、日本は型の文化という最強の教育プログラムを持っていた、このことにもう一度立ち帰ってほしいと思います。
型による反復練習の重視━━それは授業というのは、すべからく脳を最高度に活性化させてトレーニングをする時間でなければ意味がないということに、そのままつながってきます。
そういう意味で、戦後の教育は根本的に発想を間違えてきてしまった。
型の教育が生活と学校教育との両方で衰えている中、新たな型の設定というものを積極的に行っていくことが緊急課題です。
型というものを作り上げる面白さというものをもっと味わってほしい。
型というものはどういうものであって、それをどんどん組み替えていくなりして凝縮したマニュアルを作っていくことはどんなに面白いことなのかを、小さい時から伝えていくべきです。
それが、次の時代の心身を形作っていく上での、確かな基礎づけとなるのです。
